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非平衡系 の巨視的な乱れ と Strangeattractor

柴 田 清

エネルギーまたは物質の供給をある程度以上多量にうける非平衡系では,一般に巨視
ヽ

的な乱れが出現する｡このような非平衡系の代表的モデルとして次式で記述される

CoupledvanderPol坂動子系が挙げられる｡

●
wi-aiWi-βiWilwil2+Fi(Wi,･･･,WN) i-1,-･,N

ここでN-500, 40とした高次元のCoupledvanderPol振動子系 (以後C･V･d･P･

と書く)では,一見確率的 としか思えないようなふるまいをする非周期解の存在が確認

されているが,次元の高さ故にその非周期性を生み出す機構については,まったく不明

である｡

<目 的>

このような理由から,我々は2個の vanderPol振動子を結合させた最小次元のC･V･

d.P.系を調べることにより,非周期性を生みだす機構を明かにする｡

系は次式で記述される｡

●
wl -Wl-CWIFw.l2+D(W2-2Wl)+EWIW2

W2-W2-CW2lw212+D(wl-2W2)
●

<結 果>

この系では,次に示す二つのタイプの非周期解が存在する｡

タイプ1.周期解から normalbifurcationによって現われ,そのPoincar6mapは二次

元差分系cremona変換と同等であると考えられる｡

タイプ2.周期解からinvertedbifurcationによって現われる.

◎どちらの場合 も,そのPoincar6mapは "引きのばLかつ折 りたたみ 〝という性質を持
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っている｡

<結 論>

以上のように,C･Ⅴ･d･P･系の非周期解すなわち巨視的な乱れは,方程式の非線型性に

由来するPoincar6mapの "引きのばLかつ折 りたたみ〝という性質によって理解される.

このようなPoincar6mapを持つ非周期解がattractor(strangeattractor)として存在する事

実は,非平衡系に対するエルゴ- ド問題を提起するが,その解明にはattractorそれ自体

の構造に不明な点が多い事など,多くの問題が残されている｡

TaS3のバイエルス転移の電子源Ⅹ線回折による研究

堤 喜 登 美

〔1〕 序 論

最近一次元金属と見なしうる物質が兄い出され多くの研究がなされてきている｡その

代表的なものとしてはKCPとTTF-TCNQがある｡これらの物質が注目を集めてい

る理由として従来理論的可能性 としてしか理解されていなかったバイエルス転移が実在

の物質において観測されるようになったことを挙げることが出来る｡バイエルス転移は

バイエルスの有名な固体物理の教科書に述べられているように一次元金属は波数 2kF

(kFはフェルミ波数 )の自発格子変調を起こし,フェルミレベルにエネルギーギャッ

プを作 り絶縁体になるというものである｡Ⅴ族の遷移金属のカルコゲン化合物である

TaS3のC軸方向の電気抵抗の温度依存性に関してFig･1のような結果を得た｡室温

より高温では温度上昇とともに電気抵抗が増大するという意味で金属的である｡ 抵抗値

280K付近で極小を示し, 220Kから200Kにかけては急激な増加を示し, 200Kか

ら120Kにかけてはexp(Eg/2kT)で記述できるo Egの値は150meV程度であ

る｡ このTaS3の金属一絶縁体転移のモデルとしてバイエルス転移を考えた｡
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